
発
行
責
任
者

議
長

須
貝

孝

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

小
関

英
子

副
委
員
長

鈴
木

裕
雅

委
員

青
野

隆
一

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

笹
原

和
子

委
員

伊
藤

浩

委
員

鈴
木

清

六
沢
で
農
業
を
し
て
い
る
工
藤

ひ
か
り
で
す
。

私
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
大
根
、

主
に
ラ
ズ
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
話
を
す
る
と
、

よ
く
こ
う
聞
か
れ
ま
す
。「
ラ
ズ

ベ
リ
ー
っ
て
、
な
に
？
」
そ
う
で

す
よ
ね
。
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
の
で
こ
こ
で
〝
ラ
ズ
ベ
リ
ー
〞

の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
も
あ
り
ま
す
が
、
分
か
り

に
く
い
で
す
よ
ね
。
野
い
ち
ご
、

バ
ラ
い
ち
ご
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。「
昔
は
道
端
に
あ
っ
て
、
食

べ
だ
ご
ど
あ
っ
け
〜
」
な
ん
て
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ち

ご
よ
り
小
さ
い
赤
い
実
で
、
ツ
ブ

ツ
ブ
し
た
種
が
あ
る
果
実
で
す
。

甘
み
よ
り
酸
味
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
な
ん
と
な
く
思
い
浮
か
ん

だ
で
し
ょ
う
か
？

ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
夏
の
終
わ
り
か

ら
秋
が
収
穫
時
期
で
す
。
畑
に
行

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

●あ
●と
●が
●き

工
藤
ひ
か
り
さ
ん

(六
沢
在
住
）

編
集
委
員
の
な
か
で

副
委
員
長
と
い
う
大
役

を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
先
輩
議
員
の
質

問
、
質
疑
、
審
査
を
短

い
文
章
で
表
現
す
る
上

で
、
趣
旨
は
ど
の
部
分

な
の
か
を
大
切
に
編
集

に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
各
自
が
原
稿
を

作
り
、
編
集
委
員
が
全

て
を
編
集
し
て
い
る
こ

の
議
会
だ
よ
り
は
、
力

量
不
足
の
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
鈴
木
裕
雅
）
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く
と
愛
お
し
い
な
ぁ
。
可
愛
い
な

ぁ
〜
と
思
い
な
が
ら
収
穫
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
地
元
で
は
販
売
し
て

い
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

頂
く
た
め
に
も
、
市
内
で
も
販
売

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ラ
ズ

ベ
リ
ー
を
見
か
け
た
時
は
、
私
の

事
も
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
あ
ま
り
更
新
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
出
来
る
だ
け
写
真
も
付
け
て

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
！

こ
ん
に
ち
は
！
ラ
ズ
ベ
リ
ー
ち
ゃ
ん

議
会
だ
よ
り
95
号
を
次

の
と
お
り
訂
正
し
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

５
ペ
ー
ジ

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
工
事
の

文
中
「
118
ヶ
所
」
を
「
18

ヶ
所
」
に
。

17
ペ
ー
ジ

残
り
の
任
期
の
取
り
組

み
の
文
中「
市
制
」を「
市

政
」
に
。

20
ペ
ー
ジ

表
紙
説
明
の
文
中
「
加

藤
周
平
さ
ん
」
を
「
加
藤

皓
平
さ
ん
」
に
。

｢ふ
る
さ
と
応
援
隊
｣を

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」に
。

お
詫
び
と
訂
正

ラズベリーの実

ラズベリーのハウスにて

１
月
７
日
に
延
沢
愛
宕

神
社
に
お
い
て
、
第
24
回

裸
参
拝
が
、
県
内
外
か
ら

21
名
の
参
拝
者
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
尾
花
沢
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
林
慶
一

さ
ん
と
加
藤
皓
平
さ
ん
も

厳
寒
の
中
、
冷
水
を
か
ぶ

り
、
幸
福
を
祈
り
参
拝
し

ま
し
た
。

表
紙
の
説
明



12月補正額 合計予算額

一般会計予算 2億652万円 126億4852万円

国民健康保険特別会計予算 5138万円 26億5645万円

介護保険特別会計予算 1億2257万円 19億7636万円

後期高齢者医療保険特別会計予算 1178万円 1億9534万円

合 計 ３億9225万円 174億7667万円

あったかい をさ らに しますあったかい をさ らに しますあったかい をさ らに しますあったかい をさ らに します

おばなざわ市議会だより96号❸

12 月12 月
定例会定例会
て い れ い か い

平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
制
定
３
件
、
人
事
案
件
１
件
を
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
２
案
件
は
い
ず
れ
も
賛
成
４
名
、
反
対
10
名
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し玉野放課後児童クラブ新設

おばなざわ市議会だより96号
平成30年２月１日発行 ❷平成30年２月１日発行

主な補正予算 の紹介

議員からの主な質疑

20172017

福祉灯油購入扶助 家庭保育応援給付金

生活 応援
家庭保育応援給付金
休業給付金を受けている人がもらえて、仕事のためにやむなく保育所にあずけた人がもらえない
のは不公平である。市内企業でも育児休業を取りやすくする制度づくりが必要ではないか。
子育てという大きな施策の中でトータル的に進めたい。

財源にふるさと応援基金をあてているが、問題はないのか。
制度の内容を再度確認し、対応したい。

一般会計補正予算の主な内容 補正予算の金額
除排雪・雪下し委託料 2472万円
番号制度システム開発業務委託料 219万円
新庁舎ネットワーク構築設計業務委託料 648万円
介護保険特別会計繰出金 1520万円
障害者自立支援給付費 7400万円
国民健康保険特別会計繰出金 3000万円
多面的機能支払交付金 1422万円
芭蕉・清風歴史資料館改修工事費 820万円

350万円 350万円 230万円

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

その他
スクールバスや路線バスの老朽化が目立つ車両があるので、安心・安全な良いものを購入して欲
しい。
実状を見ながら対応する。

多面的機能支払交付金は鳥獣対策として、大規模な柵の設置をしてもいいのか。
対象範囲の中で可能である。

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ



塩 原 未知子

◇ 本町地区のまちづくりについて
• 使われなくなった公共施設や空き地、空き家対策について
◇ 徳良湖周辺へ定住できるような整備を
◇ ＩＣＴを活用したローカル放送局開設について
• ６次産業への支援について

小 関 英 子

• アレルギー対策の拡充
◇ 障がい者支援対策の拡充
• 尾花沢版ネウボラの乳児の聴力検査の実施
◇ 運転免許証返納者支援
• 国際交流の推進

青 野 隆 一
◇ 人口減少に歯止めのかかる政策を
◇ 地域の人が気軽に集まれる居場所をどう進めるのか
◇ 高齢者おもいやりタクシー事業の改善を図ってはどうか
◇ 今後の保育園、小中学校のあり方をどう進めていくのか

伊 藤 浩
◇ 鳥獣被害対策について
◇ 花笠高原地区の今後の振興策について
◇ 今後の農業政策について

大 類 好 彦

◇ 第６次尾花沢市総合振興計画について
◇ 文化財について
◇ 小中学校の統合について
◇ 子育て日本一のまちについて
◇ 鳥獣被害防止対策について

鈴 木 清
• 県との共同運営化による国民健康保険料はどうなるのか
◇ ｢道徳｣の教科化と｢銃剣道｣の中学校保健体育の武道の選択
種目化について
• 地方創生･人口減少社会のもとでの学校のあり方について

菅 野 修 一
◇ これからの地域農業を発展させる戦略を問う
• 補食給食の解消はいかに
• 自治基本条例の検討、制定について
◇ 加藤市長３期目へ挑む決意は

菅 根 光 雄 ◇ 厳しい財政の中で新規事業と継続事業について

※一般質問は、議員１人あたり最大１時間の持ち時間で行われています。
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北
町
地
区
の
再
開
発
計

画
の
進
捗
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ダ
ム
の
償
還
が

終
わ
り
財
政
負
担
も
軽
減
し
た
。

新
庁
舎
も
出
来
る
。
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も

本
町
地
区
は「
芭
蕉
十
泊
の
町
」

「
尾
花
沢
ま
つ
り
」
な
ど
江
戸

時
代
か
ら
の
歴
史
や
文
化
な
ど

の
景
観
を
大
事
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

歴
史
・
文
化
的
資
源
を

活
か
し
た
尾
花
沢
ら
し

さ
の
あ
る
街
並
み
整
備
を
し
て

い
く
た
め
、
１
月
に
北
町
地
区

再
開
発
に
係
る
庁
舎
内
で
の
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
事

業
は
旧
市
民
会
館
の
解
体
な
ど

を
新
庁
舎
建
設
完
了
後
に
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

冬
期
間
の
防
災
無
線
は

特
に
聞
こ
え
な
い
。
11

月
の
豪
雪
時
に
投
雪
禁
止
の
防

災
無
線
が
何
度
も
放
送
さ
れ
市

民
は
混
乱
し
た
。
緊
急
事
態
に

は
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
事
こ

そ
必
要
で
は
な
い
か
。
緊
急
広

報
は
も
っ
と
工
夫
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
放
送

局
を
行
う
な
ど
様
々
な
方
法
で

積
極
的
な
広
報
を
検
討
す
べ
き

だ
。

防
災
無
線
の
向
き
を
工

夫
し
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ｗ
ｅ
ｂ
ラ
ジ
オ
な
ど
有
効
か
ど

う
か
調
査
研
究
す
る
。
流
雪
溝

へ
の
放
水
は
、
土
地
改
良
区
と

の
契
約
が
12
月
か
ら
だ
が
、
今

後
臨
機
応
変
に
年
間
総
量
の
前

倒
し
が
出
来
な
い
か
相
談
し
た

い
。

若
者
定
住
促
進
の
た
め

に
、
徳
良
湖
周
辺
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
エ
コ
パ
ー
ク
(定
住
む
ら
)の

整
備
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

今
年
は
雪
ま
つ
り
を
２

月
24
〜
25
日
に
変
更
し

徳
良
湖
を
会
場
と
し
て
行
う
。

１
月
か
ら
は
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
も

ス
タ
ー
ト
す
る
。
徳
良
湖
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
も
今
年
度
中
に
完

成
す
る
。
美
し
い
景
観
整
備
保

全
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
意
義
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

今
後
検
討
し
た
い
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー

｢Inform
ation
and
C
om
m
unication

Technology（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
の
略
語
で

「
情
報
通
信
技
術
」
と
訳
さ
れ
る
。

一般質問

問答

問答

市長…尾花沢らしさのある街づくりを進めたい

｢宝の雪｣を活かす攻めのまちづくりを！

人口流出に歯止めを
かけるには本町まちづくり
のビジョンが大切！

本
町
ま
ち
づ
く
り
を
急
げ

塩原未知子議員

議員のつぶやき…

徳
良
湖
周
辺
の
定
住
整
備

若
者
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
を

問答

※

雪景色が美しい朝の徳良湖

◇掲載項目 •その他の質問項目
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高
齢
者
の
運
転
免
許
証

の
返
納
者
へ
の
支
援
内

容
と
、
３
年
間
の
返
納
者
の
人

数
の
推
移
は
ど
う
か
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
は
、

今
年
度
か
ら
２
万
円
分
の
タ
ク

シ
ー
利
用
券
ま
た
は
バ
ス
回
数

券
に
拡
充
し
て
い
る
。
自
主
返

納
者
人
数
は
、
平
成
27
年
度
25

名
、
平
成
28
年
度
24
名
、
今
年

度
は
11
月
末
現
在
82
名
で
、
返

納
者
へ
の
支
援
の
拡
充
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

お
も
い
や
り
タ
ク
シ
ー

券
の
交
付
人
数
、
枚
数
、

実
績
額
、
利
用
枚
数
は
ど
う
か
。

継
続
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

11
月
末
で
の
交
付
実
績

は
交
付
者
数
675
名
、
枚

数
１
万
５
千
778
枚
で
あ
り
、
実

績
は
10
月
末
で
利
用
者
数
443
名
、

枚
数
４
千
232
枚
、
助
成
支
払
金

額
245
万
２
千
560
円
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
生
活
圏
の
拡
大
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
、
通
院

や
買
い
物
の
際
に
活
用
さ
れ
好

評
を
得
て
お
り
、
利
用
者
の
意

向
も
踏
ま
え
て
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
、
来
年
度
以
降
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
が
援
助
や
配

慮
が
必
要
な
場
合
に
、

障
が
い
者
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
使

用
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
支
援
と
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

障
が
い
者
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
は
東
京
都
が
独
自
に

作
成
し
、
聴
覚
障
が
い
者
や
内

部
障
が
い
者
な
ど
が
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
周

囲
に
支
援
を
求
め
る
際
に
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
広
く
周

知
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
用
駐
車
場
の

周
知
と
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
ブ
ル
ー
ペ
イ

ン
ト
体
験
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

障
が
い
者
用
駐
車
場
の

ブ
ル
ー
ペ
イ
ン
ト
活
動

は
全
国
的
に
実
施
さ
れ
、
県
内

で
も
活
動
事
例
が
あ
る
。
公
共

施
設
の
障
が
い
者
駐
車
場
の
修

繕
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
活
動

が
実
施
で
き
る
か
担
当
課
と
調

整
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

小関 英子議員

問答

問答

答

市長…利用者の意向を踏まえて継続する

運転免許証返納者への支援は

誰もが、もっと安心
して生活できるまち
になってほしい。問

議員のつぶやき…

老
朽
化
し
た
お
も
だ
か

保
育
園
や
尾
花
沢
小
学

校
の
改
築
時
期
は
い
つ
か
。

お
も
だ
か
保
育
園
は
、

公
立
、
私
立
の
整
備
計

画
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
尾

花
沢
小
学
校
は
、
今
の
と
こ
ろ

改
築
の
考
え
は
な
い
。

本
市
の
人
口
減
少
は
加

速
化
し
て
お
り
、
県
内

市
町
村
で
４
番
目
に
高
い
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
の
は
大
変
厳
し

い
。
各
自
治
体
が
独
自
の
施
策

で
解
決
す
る
域
を
は
る
か
に
超

え
て
い
る
。

第
６
次
総
合
振
興
計
画

の
平
成
32
年
度
目
標
人

口
を
す
で
に
下
回
っ
て
い
る
。

遊
佐
町
で
は
、
独
自
の
政
策
に

よ
っ
て
移
住
者
が
４
年
間
で
125

人
、
子
ど
も
も
66
人
増
え
て
い

る
。
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

定
住
政
策
が
、
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
ど
う
か
を
し
っ
か
り
と

検
証
し
、
遊
佐
町
の
よ
う
に
さ

ら
に
実
効
性
の
あ
る
政
策
展
開

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

総
合
振
興
計
画
に
つ
い

て
は
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ

を
行
い
、
評
価
方
法
の
見
直
し

な
ど
も
行
な
い
な
が
ら
、
そ
の

時
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援

策
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

高
齢
者
お
も
い
や
り
タ

ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
、

75
歳
以
上
の
交
付
要
件
や
遠
い

地
域
の
交
付
枚
数
を
増
や
す
な

ど
の
改
善
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

制
度
を
知
ら
な
い
人
も

い
る
の
で
、
周
知
の
徹

底
も
含
め
て
、
事
業
内
容
を
簡

単
に
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど

の
改
善
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

「
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

会
う
人
が
い
る
。
す
る

こ
と
が
あ
る
。」
が
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
。
旧
小
学
校
区
単

位
で
、
高
齢
者
な
ど
地
域
の
人

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
づ

く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
達
も
一
緒
に
過

ご
せ
る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
実
験

的
に
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般質問

問答

問答問

答

問答

市長…自治体の施策だけで解決するのは難しい

人口減少に歯止めのかかる政策を

人口減少は、集落の消
滅を招く。無料化やバラ
マキの政策だけでは解決
しない！

答 問青野 隆一議員

大阪市生野区にあるアットホームな宅幼老所議員のつぶやき…

尾花沢市高齢者おもいやりタクシー事業

障
が
い
者
支
援
対
策
の

拡
充

問答
年度 世帯数 人口 増減 減少率

昭和30年 5,385 33,277
平成2年 5,579 23,909
平成7年 5,575 23,127 -782 －3.3%
平成12年 5,562 22,010 －1,117 －4.8%
平成17年 5,549 20,695 －1,315 －6.0%
平成22年 5,332 18,955 －1,740 －8.4%
平成27年 5,109 16,962 －1,993 －10.5%
平成32年 4,894 15,179 －1,783 －10.5%
平成37年 4,689 13,585 －1,594 －10.5%

尾花沢市の世帯数と人口(国勢調査）

平成32、37年はこのまま減少した場合の予測数値
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「
野
生
動
物
の
保
護
」

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

近
年
の
野
生
鳥
獣
の
生

息
域
の
拡
大
や
農
作
物

被
害
が
増
え
て
い
る
事
を
受
け
、

市
民
の
身
体
的
、
経
済
的
な
安

全
・
安
心
を
第
一
に
対
策
を
強

化
し
て
い
く
。

個
人
対
応
の
駆
除
で
は

限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
ぐ
る
み
で
の
集
団
的
な
駆

除
が
必
要
で
は
な
い
か
。

集
団
的
な
駆
除
の
必
要

性
は
高
い
と
認
識
し
て

い
る
。
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
な
ど
を
利
用
し
た
進

入
防
止
柵
な
ど
の
設
置
は
可
能

と
考
え
る
が
、
設
置
後
の
維
持

管
理
も
地
域
で
行
う
必
要
が
あ

り
、
地
域
住
民
に
よ
る
維
持
管

理
体
制
の
構
築
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
意

見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
聞
き
し

て
い
る
。イ

ノ
シ
シ
の
被
害
情
報

が
、
昨
年
の
約
３
倍
と

聞
い
て
い
る
。
先
進
地
の
状
況

を
聞
い
て
も
、
被
害
の
拡
大
が

早
く
進
み
、
先
手
を
打
っ
た
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。イ

ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

や
被
害
報
告
が
増
加
し

て
い
る
が
、
実
態
や
生
態
な
ど

不
明
な
部
分
が
多
く
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。
県
か
ら
は
有
害

駆
除
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う

指
示
が
あ
り
、
今
年
度
は
く
く

り
罠
を
購
入
し
た
。
来
年
度
以

降
も
、
先
進
地
視
察
や
罠
を
増

や
し
、
捕
獲
率
の
向
上
を
目
指

す
。

今
回
提
出
さ
れ
た
検
討

委
員
会
の
提
言
に
つ
い

て
ど
う
考
え
、
地
域
の
声
を
ど

う
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

花
笠
高
原
荘
は
オ
ー
プ

ン
か
ら
25
年
が
経
過
し
、

今
後
の
改
修
な
ど
を
含
め
非
常

に
難
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
提
言
を
受
け
て
、
本
来

の
設
置
目
的
で
あ
る
農
林
漁
業

体
験
実
習
館
と
い
う
機
能
を
維

持
し
な
が
ら
、
規
模
を
縮
小
す

る
と
い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
進

め
て
行
く
。
今
後
の
審
議
の
過

程
で
、
色
々
な
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

来
年
度
よ
り
減
反
政
策

が
廃
止
さ
れ
、
直
接
支

払
交
付
金
も
な
く
な
る
事
で
、

目
標
達
成
の
メ
リ
ッ
ト
が
無
く

な
る
。
個
人
の
生
産
目
標
数
が

示
さ
れ
て
も
、
生
産
過
剰
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
、
結
果
的
に
米

価
の
下
落
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
尾
花
沢
市
農
業
再
生

協
議
会
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

来
年
度
以
降
の
米
政
策

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら

示
さ
れ
る
｢生
産
の
目
安
｣を
基

に
農
家
個
々
に
生
産
の
目
安
を

示
す
よ
う
に
す
る
。
現
地
確
認

作
業
な
ど
を
含
め
た
指
導
に
よ

り
、
米
価
の
安
定
を
図
る
た
め

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に
向
け

て
取
り
組
み
を
行
う
。

一般質問

伊藤 浩議員

問答

問答

答

市長…くくり罠
わな

や箱罠を増やし捕獲率向上を目指す

鳥獣対策は
先手必勝 !!

鳥
獣
被
害
対
策

問

問答

議員のつぶやき…

市
長
は
「
１
期
目
の
４

年
間
は
、
市
の
借
金
が

多
か
っ
た
た
め
、
や
り
た
い
事

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

種
を
蒔
い
て
き
た
。
種
が
芽
を

だ
し
成
長
し
、
い
よ
い
よ
大
き

な
花
が
咲
く
時
期
に
来
た
。
そ

の
成
果
と
は
国
道
347
号
の
通
年

通
行
と
、
第
６
次
尾
花
沢
市
振

興
計
画
の
実
行
で
あ
る
。」
と

言
う
が
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う

な
大
輪
の
花
が
咲
い
た
の
か
。

各
項
目
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
後
と

も
、
夢
輝
き
絆
で
む
す
ぶ
元
気

創
造
の
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

市
の
指
定
文
化
財
33
件

の
う
ち
建
物
１
件
、
彫

刻
６
件
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
昭

和
37
年
と
44
年
に
指
定
さ
れ
て

50
年
程
に
な
る
。
今
後
、
文
化

財
一
級
、
二
級
な
ど
と
し
て
、

文
化
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
を

再
確
認
し
て
、
保
護
し
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

関
係
者
と
連
携
を
密
に

し
て
情
報
収
集
に
努
め

た
い
。

平
成
29
年
の
統
計
で
は
、

小
学
校
716
人
、
中
学
校

424
人
で
人
数
・
複
式
学
級
・
部

活
動
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
近

い
将
来
に
小
中
学
校
は
各
一
校

に
な
っ
て
い
く
と
推
測
さ
れ
る
。

統
廃
合
が
必
要
な
場
合
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
準
備
や
駐
車
場
不

足
な
ど
、
色
々
問
題
が
あ
る
と

思
う
。
先
を
見
越
し
て
準
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

具
体
的
な
計
画
を
策
定

す
る
際
に
検
討
す
る
。

島
根
県
邑
南

お
お
な
ん

町
の
よ
う

に
、
政
策
だ
け
で
は
な

く
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

視
し
て
は
ど
う
か
。

尾
花
沢
市
で
も
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
と

れ
て
い
る
と
考
え
る
。

広
島
県
三
原
市
の
よ
う

に
地
域
ご
と
に
実
績
を

上
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
、
尾

花
沢
市
で
も
実
践
し
て
は
ど
う

か
。

地
域
住
民
の
維
持
管
理

体
制
の
構
築
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

一般質問

大類 好彦議員

問答

問

答問答

市長…夢・絆・元気創造のまちを目指したい

どんな大輪の花が咲いたのか

議員のつぶやき…

市民は、除雪を何
とかしてほしいと
願っている。

小
中
学
校
の
統
合

指
定
文
化
財

山門イメージ

鳥獣被害対策は先手を打つべきである

今
後
の
農
業
政
策

答 問

花
笠
高
原
地
区
の
今
後
の
振
興
策

第
６
次
総
合
振
興
計
画

の
進
捗
状
況

子
育
て
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

問答
鳥
獣
被
害
対
策

問答
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平
成
30
年
７
月
に
市
長

の
改
選
期
が
到
来
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
加
藤
市
政
を
ど
う

総
括
し
３
期
目
へ
挑
む
決
意
を

し
て
い
る
の
か
。

元
気
の
種
を
蒔
き
、
育

て
、
実
を
結
ぶ
よ
う
な

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
各
種
重
要
施
策
を
推
進
中

で
あ
り
、
然
る
べ
き
時
期
が
き

た
ら
申
し
上
げ
た
い
。

平
成
30
年
か
ら
米
の
生

産
数
量
目
標
と
直
接
支

払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
中
で
、

県
・
市
農
業
再
生
協
議
会
は
生

産
者
ご
と
に
生
産
の
目
安
を
提

示
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
農

業
従
事
者
の
実
態
は
、
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
が
顕
著
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
新
規
就
農
者
の

募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。
先
進
農
家
受
入
れ
態

勢
や
安
価
な
宿
舎
の
提
供
な
ど

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
就
農
支

援
期
間
を
10
年
ま
で
延
長
で
き

な
い
か
。
海
外
か
ら
の
実
習
生

受
入
れ
態
勢
を
構
築
で
き
な
い

か
。

毎
年
、
都
内
及
び
宮
城

県
で
開
催
さ
れ
る
「
新

・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
出
展
し
、

本
市
の
農
業
の
魅
力
、
大
胆
な

支
援
策
を
伝
え
、
成
果
が
出
て

い
る
。

受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
は
、

本
市
独
自
の
「
元
気
な
農
業
支

援
事
業
」
で
支
援
し
て
い
る
。

住
宅
費
の
支
援
、
活
動
用
車
両

の
支
援
、
２
年
間
の
研
修
期
間

中
の
生
活
費
に
係
る
支
援
や
、

研
修
生
に
技
術
を
指
導
す
る
先

進
農
家
へ
の
支
援
も
含
ま
れ
て

い
る
。
居
所
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
と
連
携
し
、
経
済
的
な

市
内
の
空
き
家
を
紹
介
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
」
は
、
今
後
も
国
が
定
め
た

期
間
内
で
の
独
立
・
自
立
を
目

指
し
て
、
多
方
面
で
支
援
し
た

い
。海

外
実
習
生
の
受
入
れ
態
勢

の
構
築
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

国
の
制
度
と
し
て
は
「
外
国
人

技
能
実
習
制
度
」
が
あ
る
。
実

習
内
容
、
従
事
時
間
及
び
賃
金

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
実
習

元
か
ら
の
逃
走
に
よ
る
不
法
残

留
者
が
６
千
500
人
を
超
え
る
な

ど
、
課
題
も
多
い
た
め
慎
重
に

対
応
し
た
い
。

減
反
の
廃
止
で
米
作
り

へ
の
大
幅
回
帰
と
な
れ
ば
、
米

価
は
暴
落
す
る
と
思
わ
れ
る
。

「
水
田
フ
ル
活
用
直
接
支
払
交

付
金
」
に
市
独
自
加
算
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

加
算
に
つ
い
て
は
、
他

作
物
も
含
め
た
中
で
の
検
討
や
、

要
す
る
経
費
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。

一般質問

菅野 修一 議員

問答問

答

問答

市長…然
しか

るべき時期に

加藤市長３期目へ挑む決意は

庁舎建設にも着工
し決意は固まって
いるものと思って
いた…

減
反
廃
止

こ
れ
ま
で
は
〝
教
科
外

の
活
動
〞
と
い
う
位
置

づ
け
に
あ
っ
た「
道
徳
の
時
間
」

が
、
小
学
校
は
平
成
30
年
度
、

中
学
校
は
平
成
31
年
度
か
ら
正

式
教
科
と
な
る
。
ど
う
い
う
理

由
で
正
式
教
科
と
し
た
の
か
。

ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

教
育
内
容
と
指
導
方
法
に
な
る

の
か
。

教
科
化
の
背
景
・
理
由

と
し
て
は
、
道
徳
の
時

間
が
形
骸
化

け
い
が
い
か

し
て
い
る
こ
と
、

指
導
法
・
内
容
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
こ
と
、
い
じ
め
防
止
に
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
大
き
く
変
わ
る

点
は
、
教
科
書
を
使
用
す
る
こ

と
、
評
価
を
行
う
こ
と
の
２
点
。

子
ど
も
た
ち
が
「
考
え
、
議
論

す
る
道
徳
」
の
授
業
に
な
る
よ

う
指
導
・
助
言
し
て
い
き
た
い
。

道
徳
を
評
価
す
る
こ
と

は
、
心
の
中
の
見
え
な

い
と
こ
ろ
を
評
価
す
る
こ
と
に

な
る
。
全
国
的
に
は
「
心
に
成

績
を
つ
け
な
い
で
ほ
し
い
」
と

い
う
保
護
者
か
ら
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
評
価
の
仕
方
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、
通
知

表
に
書
か
れ
る
道
徳
の
評
価
が
、

入
試
の
合
否
判
定
に
使
わ
な
い

よ
う
方
針
を
表
明
し
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

数
値
に
よ
る
評
価
は
そ

ぐ
わ
な
い
た
め
、
個
人

の
成
長
を
記
述
式
で
行
う
。
入

試
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
文
部

科
学
省
・
県
教
育
委
員
会
の
指

導
に
基
づ
き
行
い
た
い
。

文
部
科
学
省
が
３
月
に

告
示
し
た
新
中
学
校
学

習
指
導
要
領
の
教
科
保
健
体
育

の
武
道
に
お
い
て
、
選
択
種
目

の
１
つ
に
｢銃
剣
道
｣が
明
記
さ

れ
た
。「
銃
剣
道
｣は
戦
前
の
教

練
｢銃
剣
術
｣と
し
て
教
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
喉の

ど

と
胸
を
突

く
危
険
な
技
で
あ
る
た
め
、
中

学
校
で
教
え
て
い
い
の
か
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

新
学
習
指
導
要
領
で
の

「
武
道
｣の
扱
い
は
、
柔

道
・
剣
道
・
相
撲
の
中
か
ら
１

つ
を
選
択
し
指
導
す
る
こ
と
が

基
本
だ
。
特
に
学
校
や
地
域
の

実
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
弓

道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

銃
剣
道
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
の
種
目
も
段
階
的
な
指

導
を
行
い
、
安
全
を
十
分
確
保

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
施
設
設
備
・
指
導

者
・
教
具
な
ど
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ま
で
通
り
柔
道
に
な
る
。

一般質問

鈴木 清 議員

問答

問答

自己採点で50点。
質問項目をしぼり、
資料など工夫して
次回がんばります。

｢道
徳
｣の
教
科
化

選
択
種
目
に
銃
剣
道

問答

議員のつぶやき… 議員のつぶやき…新聞の記事

こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
を

発
展
さ
せ
る
戦
略
を
問
う

新・農業人フェア



12
月
定
例
会
に
２
件
の
請
願
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
請
願
第
５
号

憲
法
９
条
を
変
え
な
い
よ
う
国
に
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

１

憲
法
第
９
条
を
変
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

２

憲
法
の
平
和
、
人
権
、
民
主
主
義

が
活
か
さ
れ
る
政
治
を
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。

請
願
者

尾
花
沢
９
条
の
会

共
同
代
表

梅
津

保
一

鈴
木
ミ
ツ
エ

平
成
29
年
請
願
第
６
号

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年

金
制
度
」
を
国
の
責
任
で
創
設
す
る
た

め
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願

１

隔
月
支
給
の
年
金
を
国
際
水
準
で

あ
る
毎
月
支
給
に
改
め
る
こ
と

２

年
金
支
給
開
始
年
齢
の
こ
れ
以
上

の
引
き
上
げ
は
行
わ
な
い
こ
と

３

｢マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
｣は
廃
止

す
る
こ
と

４

全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保
障
年

金
制
度
｣を
早
期
に
創
設
す
る
こ
と

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合
北
村
山

支
部

支
部
長

植
田
美
子
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市長…真に必要な施策に予算を重点化したい

厳しい財政の中、新規・継続事業は何か

平
成
30
年
度
の
歳
入
の

地
方
交
付
税
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

地
方
交
付
税
の
総
額
は

2.5
％
減
と
な
り
、
本
市

へ
の
影
響
額
は
約
１
億
円
減
と

見
込
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
度
は
ど
の
よ

う
な
新
規
事
業
を
想
定

し
、
経
費
を
試
算
し
て
い
る
の

か
。

子
育
て
日
本
一
を
目
指

す
新
規
施
策
は
、
①
18

歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

(600
万
〜
700
万
円
)②
学
校
給
食

へ
の
助
成
事
業
を
考
え
て
お
り
、

予
算
編
成
の
際
に
示
し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
に
係
る
起

債
の
償
還
見
通
し
は
ど

う
か
。

償
還
見
込
み
額
は
、
元

利
合
計
で
約
13
億
５
千

万
円
と
な
る
。
た
だ
し
交
付
税

の
算
入
が
あ
る
た
め
償
還
期
間

は
、
15
年
間
で
、
平
準
化
す
る

と
１
年
当
り
約
４
千
300
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

新
規
事
業
や
新
庁
舎
建

設
に
よ
る
歳
出
増
加
の

場
合
、
事
業
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

歳
出
増
加
を
抑
え
る
た

め
に
継
続
事
業
の
見
直

し
も
行
い
な
が
ら
、
本
市
の
魅

力
や
活
力
を
生
み
出
す
施
策
に

予
算
を
重
点
化
し
て
い
き
た
い
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
８
年
後
、

認
知
症
や
高
齢
化
に
伴と

も
な

う
家
庭

で
の
介
護
に
対
す
る
支
援
対
策

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

団
塊
世
代
問
題
へ
の
国

の
取
り
組
み
が
遅
れ
て

い
る
。
国
の
施
策
の
包
括
的
支

援
事
業
は
、
可
能
な
限
り
地
域

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
を
支
援
す
る
目
的
で
あ
り
、

本
市
で
は
①
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
「
北
村
山
第
一

医
療
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設

置
」
②
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
」
③
認
知
症
総
合

支
援
事
業
「〝
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
〞
の
配
置
」
な

ど
の
支
援
体
制
の
構
築
と
準
備

を
進
め
た
い
。

「
介
護
用
品
(紙
お
む

つ
な
ど
)支
援
事
業
」

の
①
支
給
対
象
者
の
人
数
は
。

②
支
給
要
件
緩
和
と
助
成
額
拡

充
を
図
っ
て
は
。
③
家
族
介
護

者
の
交
流
研
修
を
実
施
し
て
い

る
が
、
参
加
で
き
な
い
人
も
い

る
。
介
護
し
て
い
る
方
へ
の
支

援
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
は
158
名
。
②
支
給
要

件
の
緩
和
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
助
成
額
の

拡
大
は
、
平
成
25
年
よ
り
、
要

介
護
４
以
上
(市
県
民
税
非
課

税
)の
方
で
５
千
円
を
８
千
円

に
、
要
介
護
３
以
上
(市
県
民

税
５
万
円
以
下
)の
方
へ
２
千

円
に
支
給
を
拡
充
し
て
い
る
。

③
家
族
介
護
者
を
事
業
に
参
加

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
要
援

護
者
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
一
時
的
代
替
え
介
護
す
る
場

合
、
介
護
費
用
を
助
成
し
参
加

し
や
す
い
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。

共
同
調
理
場
を
活
用
し

て
、
夕
食
弁
当
を
作
り
、

高
齢
者
へ
届
け
る
｢福
祉
給
食
｣

の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
の
業
務
状
況
で
は
、

高
齢
者
向
け
の
調
理
を

行
う
の
は
難
し
い
。「
食
の
自

立
支
援
事
業
」
と
し
て
市
内
業

者
の
方
が
希
望
者
85
名
に
行
い
、

安
否
確
認
に
も
な
っ
て
い
る
。

一般質問

問答

問答

答

施策の注釈が
ないと理解できないの
ではないかな。

今
後
の
福
祉
政
策
は

問

問

答

菅根 光雄議員

議員のつぶやき…

請

願

不
採
択

問答問答

問

答

12月定例会賛否状況
(賛否の分かれた議案のみ掲載、他は全会一致)

鈴
木

裕
雅

塩
原
未
知
子

笹
原

和
子

伊
藤

浩

鈴
木

清

小
関

英
子

武
田

佳
久

大
類

好
彦

星
川

睦
子

青
野

隆
一

奥
山

格

加
藤

克
彦

菅
野

修
一

菅
根

光
雄

須
貝

孝受理番号 採決の結果

請願第５号 不採択 × × × × ○ × × × × ○ ○ × × ○

請願第６号 不採択 × × × × ○ × × × × ○ ○ × × ○

○：賛成 ×：反対 ／：議長

平
成
29
年
11
月
６
日
に
定
例
会
と
12
月
26
日
に

臨
時
会
を
、
村
山
市
議
場
で
開
き
、
三
市
一
町
議

会
の
改
選
に
伴
い
、
議
長
に
森
一
弘
村
山
市
議
、

副
議
長
に
塩
原
未
知
子
尾
花
沢
市
議
を
指
名
推
選

で
選
出
し
た
。
教
育
委
員
会
委
員
に
は
五
十
嵐
健

尾
花
沢
市
教
育
長
を
再
任
し
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
を
定
例
会
で
認
定

し
、
臨
時
会
で
補
正
予
算
56
万
円
（
教
材
デ
ー
タ

管
理
用
サ
ー
バ
ー
購
入
費
）
を
追
加
し
原
案
通
り

可
決
し
た
。

臨
時
会
が
、
平
成
29
年
12
月
22
日
に
開
か
れ
た
。

大
石
田
町
議
会
の
改
選
に
伴
う
副
議
長
選
を
行
い
、

指
名
推
選
で
星
川
久
議
員
を
選
出
し
た
。

ま
た
、
水
道
常
任
委
員
長
と
議
会
運
営
副
委
員

長
に
遠
藤
宏
司
議
員
、
衛
生
常
任
副
委
員
長
に
村

形
昌
一
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
、
監
査
委
員
に

は
小
玉
勇
議
員
を
選
任
し
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
塵
芥

じ
ん
か
い

処

理
費
215
万
円
を
追
加
、
６
億
２
千
573
万
２
千
円
と

し
た
。
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

流
域
下
水
道
費
な
ど
713
万
１
千
円
を
追
加
、
６
億

１
千
949
万
９
千
円
と
し
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

平
成
29
年
12
月
25
日
に
組
合
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
、
県
の
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
急
性
期

病
棟
を
60
床
削
減
。
副
議
長
に
長
南
誠
村
山
市
議

会
議
長
を
選
出
。
入
院
・
外
来
患
者
数
の
減
少
に

伴
う
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し

た
。 北

村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

尾
花
沢
市
大
石
田
町

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

不
採
択
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広
島
県
尾
道
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
尾
道
空

き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上

げ
て
１
年
、
100
件
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
20
〜
30

歳
の
若
い
層
に
人
気
で
、

住
む
の
に
適
さ
な
く
て
も
、

空
き
家
そ
の
物
を
ア
ー
ト

と
し
て
、
カ
フ
ェ
、
洋
服

店
、
絵
描
き
や
漫
画
家
の

作
品
展
示
な
ど
、「
尾
道

式
空
き
家
再
生
術
」
を
生

み
出
し
て
い
る
。
行
政
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
土
・
日

・
祝
日
の
利
用
も
可
能
な

限
り
移
住
定
住
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
。

岡
山
県
瀬
戸
内
市

岡
山
市
を
中
心
に
８
市

５
町
の
連
携
で
移
住
定
住

の
取
り
組
み
を
実
施
、
県

内
で
は
年
齢
を
問
わ
ず
人

気
の
移
住
先
と
な
っ
て
い

た
。
移
住
希
望
者
に
は
、

お
試
し
住
宅
で
生
活
体
験

や
仕
事
探
し
の
拠
点
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。
地
域

の
受
け
入
れ
体
制
も
充
実

し
て
い
て
、
き
め
の
細
か

い
サ
ポ
ー
ト
で
幅
広
い
年

齢
層
が
移
住
し
て
い
る
。

今
は
空
き
家
が
少
な
く
空

き
家
の
掘
り
起
し
を
行
っ

て
い
た
。

兵
庫
県
神
河
町

平
成
17
年
に
大
河
内
町
、

神
河
町
が
合
併
し
、
人
口

１
万
１
千
704
人
、
県
下
で

一
番
小
さ
な
自
治
体
。
出

生
の
少
な
さ
に
危
機
感
を

持
ち
「
ひ
と
・
ま
ち
・
み

ら
い
課
」
を
置
く
。
そ
の

政
策
と
実
績
は
空
き
家
・

空
き
土
地
移
住
者
は
10
年

で
119
件
、
移
住
76
世
帯
178

人
、
若
者
・
子
育
て
世
帯

は
平
成
28
年
251
人
と
、
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

今
は
空
き
家
を
探
し
て
い

る
現
状
で
店
舗
、
古
民
家

レ
ス
ト
ラ
ン
、
蕎
麦
処
、

ピ
ザ
店
な
ど
に
活
用
し
て

い
る
。

移
住
・
定
住
・
空
き
家
対
策

総
務
文
教
常
任
委
員
会

代表者から説明を受ける

尾道市の空き家再生中

郡
山
市
議
会
で
は
、
代

表
質
問
と
市
政
一
般
質
問

が
あ
り
、
代
表
質
問
は
施

政
方
針
に
対
し
所
属
議
員

２
名
以
上
の
会
派
が
３
月

定
例
会
に
行
う
。
一
般
質

問
は
、
年
間
一
人
60
分
を

数
回
に
分
け
て
質
問
し
て

お
り
、
議
会
運
営
委
員
会

で
会
派
発
言
順
位
を
抽
選

し
た
後
に
個
人
発
言
順
位

を
決
定
し
て
い
る
。
議
会

運
営
委
員
会
は
、
委
員
以

外
で
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
し
発
言
も
で
き

る
。ま

た
、
本
会
議
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
視

聴
が
で
き
る
な
ど
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

栃
木
市
議
会
で
の
一
般

質
問
は
、
最
初
か
ら
一
問

一
答
方
式
と
し
、
副
議
長

及
び
監
査
委
員
在
任
中
は

原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

重
複
し
て
い
る
質
問
は
、

受
付
日
の
翌
日
に
重
複
の

調
整
及
び
再
提
出
の
機
会

を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会
は
議
長
の
諮
問
機

関
と
し
、
議
会
政
策
研
究

会
を
設
置
し
て
議
員
の
政

策
提
言
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
請
願
・
陳
情
な
ど

の
提
出
者
の
意
見
陳
述
を

行
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目

し
た
い
。

両
市
の
視
察
を
、
今
後

の
議
会
運
営
に
大
い
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
す
る
。

①
東
広
島
市
の
多
世
代

交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
②
邑お

お

南な
ん

町
の
日
本
一
の
子
育
て

構
想
③
北
広
島
町
の
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
事

業
④
三
原
市
の
鳥
獣
被
害

対
策
に
つ
い
て
行
政
視
察

を
行
っ
た
。
紙
面
の
都
合

で
②
と
④
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

島
根
県
邑
南
町
は
、
人

口
１
万
１
千
人
、
高
齢
化

率
43
・
２
％
の
町
で
あ
る
。

し
か
し
、「
日
本
一
の
子

育
て
村
構
想
」
を
掲
げ
、

徹
底
し
た
移
住
者
ケ
ア
に

よ
っ
て
、
合
計
特
殊
出
生

率
２
・
65
人
を
実
現
し
、

平
成
27
年
度
の
Ｕ
・
Ｉ
タ

ー
ン
者
は
100
名
で
子
ど
も

の
数
も
増
え
て
い
る
。

町
長
は
「
廃
校
は
集
落

を
消
滅
さ
せ
る
！
」
と
の

考
え
方
で
、
歩
い
て
通
え

る
小
学
校
を
残
す
こ
と
で

移
住
者
や
子
ど
も
た
ち
が

増
え
た
と
話
す
。
経
済
的

な
負
担
軽
減
の
制
度
は
十

分
と
の
考
え
で
、
今
後
は

「
地
域
で
子
育
て
」
を
実

践
し
、
日
本
一
の
子
育
て

村
を
住
民
が
実
感
で
き
る

ま
ち
に
し
た
い
と
語
る
。

広
島
県
三
原
市
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
の
鳥
獣
被
害
対

策
の
効
果
的
な
対
策
の
手

順
を
研
修
し
た
。

１

み
ん
な
で
勉
強
す
る
。

２

餌
場
や
棲
み
場
を
な

く
し
て
農
地
を
守
る
。

３

人
慣
れ
さ
せ
な
い
よ

う
追
い
払
う
。

４

捕
獲
す
る
。

年
間
300
件
の
柵
補
助
金

申
請
が
あ
る
が
、
必
ず
現

地
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

｢必
ず
防
い
で
見
せ
る
。｣

と
い
う
職
員
の
強
い
意
気

込
み
こ
そ
が
被
害
対
策
の

大
き
な
原
動
力
で
あ
る
と

感
じ
た
。

そ
の
ほ
か
の
研
修
地
に

つ
い
て
も
、
本
市
の
抱
え

る
課
題
解
決
に
参
考
と
な

る
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、

今
後
の
政
策
提
言
な
ど
に

大
い
に
役
に
立
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

邑南町の保育園には体調不良児室がある

三原市のイノシシ被害対策必読本

一
般
質
問
も
さ
ま
ざ
ま

議
会
運
営
委
員
会

職
員
の
意
気
込
み
が
原
動
力

産
業
厚
生
常
任
委
員
会


